
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-Contents- 

研究紹介 

 太陽光発電テキスタイルの開発               ２ 

設備紹介 

 新規設備・機器の紹介                   ４ 

 ICP 発光分光分析装置の紹介                ７ 

平成２６年度科学技術週間一般公開行事のご案内        ８ 

 

 

福井県工業技術センター 

116
２０１４- ３ 

ＩＳＳＮ ０９１５－４２６４ ＣＥＮＴＥＲ ＮＥＷＳ 



 - 2 -

研究紹介 

太陽光発電テキスタイルの開発 

図１ 球状太陽電池 

 

 

 

１．はじめに 

低炭素社会の構築やエネルギー利用の多角化に向け、太陽光をはじめとする自然エネルギーを

利用した分散発電への転換が必要となっています。この太陽光を利用して発電量を増やすためには、

発電効率を上げる方法と、設置面積を増やす方法があります。後者の方法としては、現在未使用の

面積の有効活用があり、フレキシブルな太陽光発電部材であれば従来の設置が困難であった場所の

活用が可能となります。 

そこで、従来の太陽電池が設置困難であった場所で使用できることを目標に、光電変換素子とテキ

スタイルを融合した軽量でフレキシブルな太陽光発電テキスタイルの開発を行っています。これまでも

薄層のフイルム形状の太陽電池をテキスタイルに搭載する等の開発が行われていますが、この場合

十分な伸長や屈曲性が得ることができずテキスタイルの特性を活かしきれていません。そこで今回は、

多数の球状太陽電池を一対の導電性の糸材間に接続し、これを織り込んでテキスタイル化する方法

を開発しました。このテキスタイルは、強度や屈曲性、取り扱いのしやすさに優れていることが特徴で

す。ここでは、今回試作した太陽光発電テキスタイルについて紹介します。 

 

２．太陽光発電糸および太陽光発電テキスタイルの試作 

太陽光発電糸は、太陽光発電素子としてスフェラーパワー㈱製の球状太陽電池(図１、φ=1.2mm)

を使用し、これを一対の導電糸の間に配置接続して作成しました。図２に太陽光発電糸の模式図を

示します。なお、導電糸はガラス繊維を芯材とし、その周りに錫メッキ銅線(φ=60μm)を２本巻き付けた

構造の金属繊維カバード糸を使用しました。この構造により、導電糸は金属繊維と同等の電気抵抗を

有しながら、テキスタイル加工工程にも対応できる屈曲性と伸長特性を実現しています。 

次に、汎用織機を使用してよこ糸に太陽光発電糸を手作業で織り込み、太陽光発電テキスタイル

の試作を行いました。 

なお、たて糸および太陽光発電糸以外のよこ糸はポリエチレンテレフタレート繊維を使用しました。

試作した太陽光発電テキスタイルの写真を図３に示します。写真より、太陽光発電テキスタイルはテキ

スタイルのフレキシブル性を維持していることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図２ 太陽光発電糸模式図 図３ 試作した太陽光発電テキスタイル 

球状太陽電池素子 導電糸 
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担当者 新産業創出研究部 e－テキスタイル研究グループ 

主任研究員 増田敦士 専門分野／繊維（糸･織物物性、糸加工･製織技術)

主   事 辻 尭宏 専門分野／繊維（糸加工･製織技術･物性評価) 

主   事 笹口典央 専門分野／繊維（糸加工･製織技術) 

化学・繊維部 繊維研究グループ 

主任研究員 村上哲彦 専門分野／繊維（糸加工･製織技術) 
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３．太陽光発電テキスタイルの特性評価 

太陽光発電テキスタイルは、光源がキセノンランプのソーラーシュミレーター（㈱三永電機製作所製、

XES-155S1）と評価装置（ADC社製、6242）を使用し、標準条件（1,000W/m2）にて発電性能の測定

を行いました。 

太陽光発電糸（約500個の球状太陽電池セル）を織り込んだ太陽光発電テキスタイルの発電出力

を測定した結果の一例を図４に示します。この図のFF（曲線因子）は0.67であり、球状太陽電池セル

の発電性能を損なうことなく、テキスタイル構造を構成できていることがわかります。なお、太陽光発電

テキスタイルの最大出力電力・電圧および電流は、織り込む太陽電池糸の数や配列により簡単に

制御できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．まとめ 

球状太陽電池を並列接続した太陽光発電糸を使用して、球状太陽電池の発電性能を維持した状態

で織物に織り込んだ太陽光発電テキスタイルを開発することができました。太陽光発電テキスタイル

はテキスタイルの薄くて軽量であるという特性を持ち、さらにフレキシブルな特性を維持しており、ある

程度の屈曲や伸長も可能です。 

現在、太陽光発電テキスタイルの自動織機による連続生産技術の開発および太陽光発電テキスタ

イルの物性評価を行っています。また、太陽光発電テキスタイルの製品化に向けて、県内企業を含む

産学官共同研究（戦略的基盤技術高度化支援事業：H24-26）を実施中で、平成27年度からのサン

プル提供を目指しています。 

  

図４ 太陽光発電テキスタイルの発電性能測定結果 
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設備紹介 

新規設備・機器の紹介 
 

 
県内企業の新製品開発、技術の高度化を支援する研究･指導のため、平成25年度に導入した新規設備・

機器を紹介します。  
設備名・型式 

 
 
仕 様 

 
 
 
 
 
 

 
使 用 用 途 

 
 
 

 
担 当 者 

オーブン成形装置(㈱ハーモニ産業(富士科学器械㈱) 
 オーブン成形装置 H-015-CSS) 

 
制御範囲：(外気温+40)℃～420℃ 
昇温機能：420℃まで80分以内(+5℃/min)  
ただし炉内無負荷時 
炉内寸法：幅1,800mm×奥1,800mm×高1,500mm 
床 面 耐 荷 重：500㎏ 
装備：吸引(真空)機構付き、 

温度データの取得可(熱電対5本装備) 
 
オーブン機構を用いて熱硬化性および熱可塑性複合材料を約1.5m×1.5mサイズに成形できる
装置。吸引(真空)機構を用いることにより、①積層材内部の気泡(ボイド)を脱気し、高品質な成形
品を試作することができ、②ドライな(多軸)織物や積層材に熱硬化性樹脂を注入する成形法
(VaRTM成形)を行うことができる。 
 
新産業創出研究部 近藤 

設備名・型式 
 
仕 様 

 
 
 

 
使 用 用 途 

 
 

 
担 当 者 

加熱冷却プレス成形装置(㈱エイチアンドエフ UFHS2500) 
 
加圧能力：1250kN×2ステージ 
ストローク長：1100mm(加圧ストローク：600mm、型閉ストローク：500mm） 
ダイハイト：0～600mm   盤面寸法：900mm×900mm×2ステージ 
カートリッジヒーター式熱板：対応温度 ～420℃ 
 
CFRP（炭素繊維強化プラスチック）のプレス成形ができる装置。ホットプレス機構部、コールドプレ
ス機構部が連結し、ホットプレス成形後、コールドプレス成形できることで成形時間の短縮が可能
である。 
 
新産業創出研究部 川邊、近藤、伊與 

設備名･型式 
 

仕 様 
 
 
 

使 用 用 途 
 
 

担 当 者 

積層シート材作成装置(㈱ホクシン） 
 
供給機構部：熱可塑性プリプレグテープを供給 
加熱加圧機構部：積層したチョップドテープを熱融着 
シート搬送・巻取機構部 
 
短冊形状にしたプリプレグテープ素材をランダムに配向・積層し、加熱加圧することで熱融着して
一体化させ、連続したチョップドプリプレグシートの試作を行う装置。 
 
新産業創出研究部 川邊 

設備名・型式 
 
 
仕 様 
 
 
 
 
使 用 用 途 
 
 
担 当 者 

太陽電池評価装置（㈱東陽テクニカ ソーラシミュレーター 
      KD-ATDH-0303型、直流電圧・電流源/モニタ 6243） 
 
温度範囲：20～85℃（±0.5℃） 
湿度範囲：30～85％（±3％） 
照射面積：300mm×300mm以下 
光源出力：800～1000W/m2 
 
太陽電池の発電特性を評価する装置。温湿度を可変できる環境下で
I-V特性測定できる。 
 
新産業創出研究部 辻、笹口 

設備名・型式 
 
仕 様 
 
使 用 用 途 
 
担 当 者 

端子接続装置（ブルックス㈱ エネルギー創出糸用端子接続装置） 
 
加工可能な材料：太陽電池糸 
 
太陽電池糸製造装置で作製した太陽電池糸に、絶縁用の端子をつける装置。 
 
新産業創出研究部 辻、笹口 
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設備名・型式 
 

仕 様 
 
 
 
 
 

使 用 用 途 
 
 
 
 

担 当 者 

擬似電源回路網（協立電子工業㈱ KNW-341F） 
 
周波数範囲:150kHz～30MHz            規 格：CISPR16 
回路形式：50Ω/50μH Ｖ型             測定線路相数：単相、三相三線式 
測定線路インピーダンス：50Ω            測定端子：BNCコネクタ 
電源線路最大定格：440V,100A,50/60Hz     保護回路：ハイパスフィルタ 
寸 法：600(W)×350(H)×500(D)mm      重 量：約38kg 
 
擬似電源回路網は、供試機器から電源線に漏洩する伝導妨害波の端子電圧を測定に使用する。
この回路網により、外部から電源線に混入する妨害波を除去すると共に、電源回路のインピーダ
ンスを一定にして、安定した測定を可能にする物で、電源インピーダンス安定化回路網とも呼ば
れている。 
 
新産業創出研究部 末定 

設備名・型式 
 

仕 様 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

使 用 用 途 
 
 

担 当 者 

樹脂塗布装置（㈱梶製作所 DCI001P） 
 
給 糸 部  クリール：８錘立て 
糊 付 部  温度コントロール：MAX 80℃、 

間接加温式、糊自動供給装置装備 
乾燥室部  温度コントロール：MAX 150℃、 

熱風循環式、乾燥室長：4m 
乾燥シリンダー部 

熱ロール（シリンダー）本数：７本、 
ロール表面温度：MAX 150℃ 
個別に温度コントロール可能 

巻 取 部  フィラメント巻取り：８錘、トラバース方式 
細幅織物巻取り：ボビン巻取り方式 

 
繊維や細幅織物などに樹脂を塗布する装置。樹脂塗布後にガイドなどの接触がない状態で熱風
乾燥することにより、繊維や細幅織物の毛羽と塗布斑を少なくすることができる。 
 
化学・繊維部 川端 

設備名・型式 
 
仕 様 

 
 
 
 

使 用 用 途 
 
 
 
 

担 当 者 

物性評価装置（㈱島津製作所 AG-Xplus） 
 
最大試験力：1kN 
ロードセル：1kN、50N 
試験治具 ：糸用つかみ具、平板形つかみ具、摩擦試験治具 
試験モード：引張、圧縮、サイクル 
 
JIS L 1013に準拠する繊維の引張試験などを高精度で行うこと
ができる装置。空気キャプスタン式つかみ具により糸の強伸度試
験ができるほか、空気式平板形つかみ具により織編物の強伸度
試験ができる。さらに、摩擦試験治具で織編物の摩擦試験も可能。 
 
化学・繊維部 真杉 

設備名・型式 
 
 

仕 様 
 
 
 
 

使 用 用 途 
 
 
 

担 当 者 

ヒートアンドクール射出成形金型システム 
（インタープラス㈱ USCOOL） 
 
加熱方式：ヒーターによる水蒸気加熱 
金型：円板(φ110mm) 
引張試験片(JIS K 7113 １号試験片) 
金型温度：最高250℃ 

 
射出成形における金型加熱･冷却装置および加熱冷却用金型。
成形サイクルに同調して金型キャビティの温度を急速に加熱･冷
却することができ、通常より高い金型温度での成形が可能。 
 
化学・繊維部 雲竜 
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設備名・型式 
 
仕 様 

 
 
 
 
 

 
使 用 用 途 

 
 
 
 
 
 
 

 
担 当 者 

工具測定器（ZOLLER Japan㈱ genius 3S） 
 
最大測定高さ：600mm(2D測定時) 
最小測定可能直径：0.07mm(2D測定時) 
コレット12種： 

φ3、4、5、6、8、10、12、14、16、18、20、25mm 
測定誤差 ：E=3.0＋(L/250mm)μm 
視 野   ：4mm×4mm 
 
CCDカメラにより、非接触式で、工具の緒元を測
定する装置。工具の固定にはコレットを使用して
いる。工具の直径、底刃逃げ角、外刃逃げ角、芯
厚、チゼル長、溝深さ、溝幅、先端角、すくい角、
ねじれ角、テーパ角、芯ふれ、刃先ホーニング、
溝形状の測定が可能。また、図面のDXFデータ
と、測定した工具データの比較を行うことも可能で
ある。 
 
機械･金属部 元山、嶋田 

設備名・型式 
 

仕 様 
 
 
 

 
使 用 用 途 

 
 
 
 
 

担 当 者 

構造解析システム（DELL Precision T7600） 
 
CPU ：インテルXeonプロセッサ E5-2643 
メモリ：128GB(16GB×8) 
OS:Windows 7 Proffessional 
ソフトウェア：総合有限要素法解析プログラム 
 
線形静解析 
非線形解析(材料非線形、幾何学的非線形) 
固有値解析 
周波数応答解析 
時刻歴応答解析(過渡応答解析) 

 
機械･金属部 山口 

設備名・型式 
 
仕 様 

 
 
 
 
 

 
使 用 用 途 

 
 
 

 
担 当 者 

樹脂溶融３Dプリンター（㈱ホットプロシード Blade-1) 
 
造形方式：熱溶解積層法 
造形材料：樹脂フィラメント(ABS、PLA) 
積層ピッチ：0.1mm～0.4mm 
造形サイズ：X100×Y200×Z100mm 
射出径：0.4mm 
入力データ：３次元CADデータ(STL) 
 
３次元CADデータに基づいて樹脂フィラメントを逐次溶
解し、押出し積層することで立体物を成形する。低コスト
で商品開発における形状確認、試作品の製作が可能
である。 
 
機械･金属部 後藤 

設備名・型式 
 

 

ICP発光分光分析装置（㈱島津製作所 ICPS-8100） 
 
詳細は、次ページをご覧ください。 
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設備紹介 

ＩＣＰ発光分光分析装置の紹介 
 

 

 

本装置は、液体試料を霧状に噴霧して誘導結合プラズマ（ＩＣＰ）に導入して励起・発光させ、液体試料中

に含まれるppm、ppb濃度の微量元素を定性・定量分析する装置です。分析する試料が固体の場合は、あら

かじめ前処理によって試料を溶液化する必要があります。 

本装置を用いた分析の特長として、高感度で濃度レンジが広い、定性分析および多元素同時定量が短

時間で可能である、検量線試料の作成が容易である、などがあります。そのため、製品や部材の品質管理

や排液等の管理、環境分析等、様々な分野において幅広く利用されています。 

 

＜装 置 名＞ 

ＩＣＰ発光分光分析装置 

 

＜メーカー・型式＞ 

㈱島津製作所 ICPS-8100 

 

＜仕  様＞ 

【ＩＣＰ部】 

  ト ー チ：石英製３重管 

  周 波 数：27.120MHz 

  使用ガス：アルゴンガス 

【分 光 器】ツインシーケンシャル形 

  検 出 器：光電子増倍管 ３本 

  光 学 系：ツエルニターナー形 

  回折格子：4960本/mm、4320本/mm、1800本/mm 

  分 解 能：0.045nm 

  波長範囲：160nm～850nm 

 

＜測定可能な元素、測定例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本装置は、平成24年度補正予算事業「地域新産業創出基盤強化事業」(近畿地域)で整備されました。 

 

【問い合わせ先】  新産業創出研究部 環境・エネルギー研究G 小林 真    

測定可能な元素 測定例 

ＩＣＰ発光分光分析装置 
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平成２６年度科学技術週間一般公開行事のご案内 
 

 
国では４月１８日を発明の日と制定し、この日を含む一週間を科学技術週間として、科学技術の啓蒙を図って

います。第５５回目となる平成２６年度の開催では、全国統一標語が「みんながしあわせになる かがくがいいな。」

に決まりました。 

福井県工業技術センターでは、『ふくいの技術がみらいを創る！』を開催テーマに、最新の研究成果および

新規導入設備の実演・展示、専門分野に関する技術講演会等の行事を通して、最先端の科学技術を紹介する

一般公開を行います。また、一般県民の皆様に最新の技術を見学していただくために期間中の土曜日（４月１９

日）もセンター全体を公開いたします。小・中学校の生徒の皆様にも科学技術体験コーナーで科学技術を体験

していただきます。 

この機会に是非ともご来場くださいますようご案内申し上げます。  

 
実演 

展示 

４月１７日～４月１９日   ９：００～１７：００ 

福井県工業技術センター、(公財)ふくい産業支援センター、(一社)福井県発明協会 
 

※一般公開のお問い合わせは、企画支援室 技術相談グループ へご連絡ください。 TEL (0776) 55-0664 

 
 

 

   福井県広報課では、県の施策や事業、イベント、試験などの最新情報を分かりやすくお知らせしています。 
 

 ○新 聞  「県からのお知らせ」   毎月１日、１５日に掲載 
       「県政だより」      随時 
 ○テレビ  「おはようふくいセブン」 日曜 7:０0～7:３0（FBC テレビ） 
       「ほっとふくい」     第１・３土曜 17:00～17:15（福井テレビ） 
       「まちかど県政」     日曜  11:45～11:50（福井テレビ）/16:55～17:00（FBC テレビ） 
 ○ラジオ  「ふくい元気通信」    毎週月・水・金曜 10:20～10:30 頃（FBC ラジオ） 

第１・３・５土曜 10:35～10:40 頃（FBC ラジオ） 
       「県政スポット」     毎週金曜 8:45～8:53 頃（ＦＭ福井） 

※4 月以降一部変更となる可能性があります。 
 ○広報誌  「県政広報ふくい」    年６回発行 
 ○ﾒｰﾙﾏｶﾞｼﾞﾝ 「ふくい“見ぇるマガ”」 月 2 回（第 2・4 金曜）配信 

 
 ※インターネットでも情報提供中 ホームページアドレス http://www.pref.fukui.jp/doc/kouho/index.html 
  詳しくは福井県総務部広報課（TEL:0776-20-0220）までどうぞ 

 
  

福井県工業技術センターニュース Ｎｏ.１１６ 平成２６年３月発行 

編集・発行  福井県工業技術センター 企画支援室 

〒910-0102  福井県福井市川合鷲塚町61字北稲田10 

Tel：0776-55-0664 Fax：0776-55-0665 

E-Mail：kougi@fklab.fukui.fukui.jp  URL：http://www.fklab.fukui.fukui.jp/kougi/ 

 

日程 ４月１７日（木） ４月１８日（金） ４月１９日（土） 

研
究
成
果
発
表
・
技
術
講
演
会
・
技
術
体
験 

９：３０～１０：３０  B206 多目的実習室 

研究成果発表(繊維技術関連） 

１０：００～１１：００  B206 多目的実習室

研究成果発表（新産業技術関連） 

１０：００～１２：００ 

センター内各研究室 

科学技術体験コーナー １０：３０～１１：３０ 

B206 多目的実習室、D106 ｺｰﾃｨﾝｸﾞ室

ミニサイザー技術普及講習会 

１１：００～１２：００  B206 多目的実習室

研究成果発表(機械・金属技術、セラミッ

クス、デザイン関連） 

１２：３０～１３：３０  講堂 

福井県繊維技術協会総会・表彰式 

１３：３０～１７：００  B206 多目的実習室

次世代技術製品開発支援補助事業 

研究成果発表 

１３：３０～1７：００  講堂 

技術と品質に関する講演会

（有料） 

１３：３０～１７：1０  講堂 

平成２６年度繊維学会北陸支部 

学術普及講演会（有料） 

１３：３０～１６：００ 

B202 会議室、D102 試験計測室 

太陽光発電評価装置技術普及講習会 

１３：３０～1６：３０ 

B206 多目的実習室 

知財総合支援窓口 

１３：００～１７：００  A707 会議室 

ＥＭＣセミナー 

１３：３０～１６：３０  講堂 

可能性試験調査研究事業成果発表 

福井県広報課からのご案内 

14.03.18570

表紙写真: 試作した太陽光発電
テキスタイル 

☆環境への配慮から、ご来場につきましては、できる限り公共交通機関を利用してください。 

また、止むを得ず自動車で来られる場合には、アイドリングストップにご協力ください。 

（本誌掲載の写真・記事の無断転用を禁じます。）
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